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1 カミーユ・クローデルが所有していたのがどの「北斎漫画」だったのかは、残念ながら不明である。 
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 北斎館では、今回の特別展示で以下の 5 点5 の北斎作の鳥瞰図が紹介されていた。 
 
・東海道名所一覧 東海道五十三次之圖（1818 年） 
・総房海陸勝景奇覧（1818~1819 年） 
・木曽名所一覧（1818 年頃） 








                                                          
4 杉浦日向子『百日紅』（一）～（三）、実業之日本社、1987 を参照のこと。ちなみに、北斎が百二十畳敷
の紙に大達磨を描き、また鶏の足跡を紅葉に見立てようとした話は「其の七」で語られている。 
5 北斎は全部で 6 点の鳥瞰図を制作したとされる。あと 1 点は『奥州塩竃松嶋之略図』（1827 年）である。 







た風景図または地図。鳥目絵」6 と説明されている。ちなみに鳥瞰図は、英語では《bird's eye 





















                                                          
6 『広辞苑』（第七版）、岩波書店、2018、p. 1899. 
7 高山宏「「鳥の目」の文化史」、『鳥瞰図絵師の眼』、INAX 出版、2001、p. 5. 
8 藤本一美「鳥瞰図とは何か？」、『パノラマ地図の世界』（別冊『太陽』）、平凡社、2003、p. 97. 
9 堀淳一は雪舟のこの作品に対して、上下遠近法と空気遠近法の併用を認めつつ、そこに中国の山水画・
水墨画の影響を指摘している。堀淳一「鳥瞰図を鳥瞰する」、『鳥瞰図絵師の眼』、前掲書、p. 14-16. 






























                                                          
10 本渡章『鳥瞰図！』、140 B、2018、p. 151. 





























                                                          
11 横地清『遠近法で見る浮世絵』、三省堂、1995、p. 60. 
12 岡泰正『めがね絵新考』、筑摩書房、1992、p. 3-4. 
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14 江戸時代のめがね絵に関しては、気谷誠『風景画の病理学』（平凡社、1992）の第二章「眼鏡絵二都物語」、
p. 29-45 に詳しい。 
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取り入れようとしたことで知られている。今回の北斎館の展示では、「賑わう江戸の町」という
コーナーにまとめられていた作品の中に、「阿蘭陀画鏡 江戸八景」と題されたシリーズの小型
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吉田初三郎は、1884 年（明治 17 年）、京都に生まれている。洋画家鹿子木猛郎の下で苦学し
て研鑚を積みながら「商業美術」の世界に入り、1912 年（大正 2 年）に完成させた「京阪電車
御案内」が当時の皇太子（後の昭和天皇）に認められたことから名所図絵を描く道に進み、「大
正広重」という異名を取った30。堀田典裕は「初三郎式鳥瞰図」の制作について、「初三郎によ















                                                          
30 堀田典裕「吉田初三郎の生涯」、『吉田初三郎の鳥瞰図を読む』、河出書房新社、2009、p. 8-13 を参照。
なお、歌川広重も葛飾北斎同様に鳥瞰図をいくつも描いているが、それらは情報を伝える地図に近い北
斎のものに比べると、ずっと絵画性の強い作品だといえる。広重の鳥瞰図については、大久保純一「広
重と江戸鳥瞰図」（『国立民俗博物館研究報告』第 109 集、2004、国立民俗博物館、p. 22-43 に詳しい。 
31 上掲書、p. 15. 
















                                                          
32 今尾恵介「何をやってもいいのが鳥瞰図」、『パノラマ地図の世界』、前掲書、p. 138. 
33 上掲書、p. 138. 
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６．『鉄道旅行案内』に添えられた吉田初三郎の鳥瞰図。 
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